


　「外国ってどんなところかな？行く機会はなかなかないけど、直接話を聞い

てみたいな。」そんなことを思ったことはありませんか？

　大村国際交流協会では、大村市と姉妹都市であるポルトガル共和国シント

ラ市双方の高校生を対象としたホームステイ交換事業を毎年実施しています。

　シントラ市からは春（3月～4月）、大村市からは夏（7月）の訪問を通して、

相互理解と友好を深めています。

　今回は、サクラ満開の時期に本市を訪れたシントラ市の高校生とホストファ

ミリーの皆さんの滞在中のようすを紹介します。

　皆さんもホストファミリーになって、世界を広げてみませんか。

　子どもたちはもちろんのこと私たちも楽し
かったです。今、中学一年生の娘が高
校生になったとき、ポルトガルで会う約束
をしていたので、ホームステイ交換事業
に参加できればと思っています。

◎受入家庭へのアドバイス
　良い経験になると思います。子どもたち
にも良い刺激になるでしょう。

　貴重でとても楽しい時間を過ごすことが
できました。サラとバネッサの二人は、と
ても素直で明るい礼儀正しい良い子たち
で、子どもの扱いのうまさには感心しました。
子どもたちもすぐなついてあやとり（ポルト
ガルにもあるんですね）や、お絵かきを一
緒に楽しみました。2人の笑顔をよく見れ
たことは、私たちにとって喜びであり安心
もしました。

◎受入家庭へのアドバイス
　私たちは夫婦二人暮らしで英語も少し
しか話せませんので、いろいろな人に助
けてもらいました。人が多く集まれば集ま
るほど、楽しく、リラックスできると思います。

　今回初めてホストファミリーとして参加し
ましたが、本当に良い子たちで、一週間
があっという間でした。子どもが同性同士
だったためか、すぐ打ち解けたのでスム
ーズに会話ができたと思います。またぜ
ひ参加したいです。ありがとうございました。

◎受入家庭へのアドバイス
　あれこれ考えがちですが、一緒に楽し
むくらいの気持ちで過ごしたら良いと思い
ます。

　日本で経験したこ
とはすべて楽しかっ
たのですが、強く印
象に残ったことをあ
えて挙げるとすれば、
それは出会った人々

のことでしょう。日本人はとても穏やか
で丁寧で、礼儀正しく、環境のことや公
共の場に大変気を遣っています。ポル
トガル人は自分に関係ないものや場所
に気を遣わないので、私たちも見習う
べきだと思いました。
　また、素敵なホストファミリーのことも
絶対に忘れられません。彼らは、私た
ちが快適に過ごすためのできる限りの
努力をしてくださり、そのおかげで本当
に居心地がよく、ホストファミリーを本当
の家族のように思えるほどでした。
　それから、美しいサクラの写真もたくさ
ん撮りましたが、実際に見てみないとそ
の美しさはとても伝わりません。太陽が
花を照らし、そよ風でその花びらは土に
舞い散り、公園の香りをサクラの木が包
みこむ･･･、それは絶対に、人生で一度
は見るべき、体験するべきものでしょう。
　今度はぜひ、皆さんもポルトガルに来
て、私たちの国を肌で感じてください！



平成18年度　一般会計当初予算

まちづくりを目指して

299299億5,000万円億5,000万円予算総額 299299億5,000万円億5,000万円予算総額 299299億5,000万円億5,000万円予算総額 299億5,000万円
　

平
成
１８
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
億
２
、０
０
０
万
円（
0.4
％
）少
な
く
な
り
、３
年
連
続
の
緊

縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、前
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整
基
金
な
ど

に
頼
ら
な
い
収
支
均
衡
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、予
算
規
模
が
３
０
０
億
円
を
下
回
る
の
は
、平
成
６
年
度
以
来
１２
年

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
主
な
事
業

■ 

企
業
誘
致
と
地
場
産
業
の
振
興

　

 

○
中
心
商
店
街
賑
わ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業【
2
0
0
万
円 （
新
規
）】

中
央
商
店
街
地
域
で
、定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
中
心
市
街
地
の
再

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

■ 

自
然
や
歴
史
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興

　

 

○
大
村
家
墓
所
保
存
整
備
事
業【
4
5
0
万
円 （
新
規
）】

国
指
定
文
化
財
の
大
村
家
墓
所
の
保
存
整
備
を
行
い
、活
用
を
図
り
ま
す
。 

■ 

利
便
性
が
高
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　

 

○
久
原
池
田
線
整
備
事
業【
１
億
９
、０
０
０
万
円 （
継
続
）】

高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
大
村
駅
周
辺
市
街
地
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス

の
向
上
な
ど
を
図
り
ま
す
。 

■ 

農
林
水
産
業
の
振
興

　

 

○
カ
キ
養
殖
場
増
設
事
業【
72
万
円 （
新
規
）】

資
源
保
全
型
お
よ
び
環
境
保
全
型
の
漁
業
へ
の
転
換
を
促
進
し
、安
定
的
な

漁
業
生
産
に
よ
る
収
益
性
を
高
め
ま
す
。

■ 

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

　

 

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業【
４
、８
１
５
万
円 （
新
規
）】

地
域
の
高
齢
者
の
方
々
の
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
を
図
る
た
め
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
、

支
援
を
包
括
的
に
行
い
ま
す
。

　

 

○
私
立
保
育
園
施
設
整
備
事
業【
６
、７
６
０
万
円 （
新
規
）】  

市
内
の
保
育
施
設
の
増
築
・
大
規
模
修
繕
を
行
い
、保
育
環
境
の
充
実
、

子
育
て
支
援
の
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

■ 

芸
術
、文
化
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ゆ
と
り
の
あ
る

    

社
会
づ
く
り   

　

 

○
学
校
へ
の
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
事
業【
１
６
５
万
円 （
新
規
）】

児
童
生
徒
に
本
物
の
芸
術
に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
、本
物
の
音
楽
と
の

触
れ
合
い
を
通
し
て
、豊
か
な
心
を
養
い
ま
す
。

■ 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
 

○
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）設
置
事
業【
１
２
６
万
円 （
新
規
）】

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を
公
共
施
設
に
設
置
し
、使
用
方
法

や
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
な
ど
を
通
じ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

歳出

人件費
53億7,943万円
　　　

人件費
53億7,943万円
　　　

扶助費
62億4,572万円
　　　20,9%

扶助費
62億4,572万円
　　　20,9%

公債費
44億3,279万円
　　　14.8%

公債費
44億3,279万円
　　　14.8%

市税         
    92億5,711万円
       30.9%

市税         
    92億5,711万円
       30.9%

市税         
    92億5,711万円
       30.9%

繰入金                     7,549万円   0.3%
諸収入              32億5,218万円 10.9%
その他収入        21億6,666万円   7.2%

交付税         
    68億円 22.7%
交付税         
    68億円 22.7%
交付税         
    68億円 22.7%

譲与税・交付金  18億6,581万円   6.2%
市債  　　　      14億1,150万円   4.7%

国県支出金         
    51億2,126円 
    17.1%

国県支出金         
    51億2,126万円 
    17.1%

国県支出金         
    51億2,126万円 
    17.1%

歳入歳入歳入
依
存
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

自
主
財
源

自
主
財
源

49.3%49.3%49.3%49.3%50.7%50.7%50.7%50.7%

投資及び出資金・貸付金 
 　 31億1,957万円  10.4%
　           

   

繰出金 
25億3,756万円　      
     8.5%

義
務
的
経
費

そ
の
他
の

        

経
費38.9%

7.5%
投資的経費 53.6%

17.9%

〈主な増〉
　●譲与税・交付金･･･所得譲与税の増など（＋6.6％）
　●その他収入･･･遊休普通財産売り払い収入の増など（＋64.5％）

〈主な減〉
　●国県支出金･･･国庫補助金の減など（△6.8％）
　●市債･･･市債発行高の減（△34.2％）

依然として、自主財源より依存財源が多くなっています

い



市民が主体の

299億5,000万円予算総額予算総額 299億5,000万円予算総額予算総額 299億5,000万円予算総額予算総額

会　計　区　分

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計
老人保健事業特別会計

農業集落排水事業特別会計
簡易水道事業特別会計

予 算 額

77億6,135万円

46億   366万円

1億7,108万円

72億     80万円

前年度比

＋5.3％

＋4.3％

△3.4％

△2.1％

4億7,786万円 ＋6.9％

平成18年度 特別会計予算 ■ 

学
校
教
育
の
充
実

　

 

○
教
育
施
設
等
耐
震
化
事
業【
２
、７
３
３
万
円 （
新
規
）】

校
舎
お
よ
び
体
育
館
の
耐
震
性
能
を
調
査
し
、基
準
以
下
の
建
物
に
つ
い

て
は
耐
震
補
強
工
事
ま
た
は
改
築
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

■ 

生
き
生
き
と
暮
ら
す
人
づ
く
り

　

 

○
地
域
魅
力
ア
ッ
プ
支
援
助
成
事
業【
１
５
０
万
円 （
新
規
）】

地
域
の
課
題
解
決
な
ど
に
自
主
的
に
取
り
組
む
住
民
団
体
の
活
動
を
支
援

し
、住
民
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

  

　

 

○
北
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

       　
【
６
、３
６
１
万
円 （
継
続
）】

富
の
原
・
竹
松
・
福
重
小
学
校
区
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部（
国
道
34
号
西
側
）

を
対
象
区
域
と
し
て
生
涯
学
習
に
対
す
る
機
会
の
創
出
を
図
る
た
め
、北

部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
） 

の
建
設
を
進
め
ま
す
。

用 語 解 説
【自主財源】
　市税や手数料など、市が自主的に収入できる財源
【依存財源】
　地方交付税や国庫補助金など、国や県などで配分が決定される財源
【義務的経費】
　生活保護費や職員の給与など、支出が義務付けられている経費　
【投資的経費】
　道路や施設など、将来にわたって使えるようなものを建設するため
　の経費　

予算総額

      その他収入        21億6,666万円   7.2% 投資的経費 　22億4,997万円   7.5%

歳出歳出歳出

人件費
53億7,943万円
　　　

人件費
53億7,943万円
　　　

人件費
53億7,943万円
　　　

扶助費
62億4,572万円
　　　20,9%

扶助費
62億4,572万円
　　　20,9%

扶助費
62億4,572万円
　　　20.9%

公債費
44億3,279万円
　　　14.8%

公債費
44億3,279万円
　　　14.8%

公債費
44億3,279万円
　　　14.8%

 繰入金                     7,549万円   0.3% 積立金                 1,159万円   0.0%
 諸収入              32億5,218万円 10.9% 補助費等       29億4,541万円   9.8%
      その他収入        21億6,666万円   7.2% 維持補修費      4億6,434万円   1.6%
 諸収入              32億5,218万円 10.9% 物件費      　 25億4,362万円   8.5%

 譲与税・交付金  18億6,581万円   6.2% 予備費　　　　　  2,000万円   0.1%

市税         
    92億5,711万円
       30.9%

交付税         
    68億円 22.7%

国県支出金         
    51億2,126万円 
    17.1%

歳入
依
存
財
源

自
主
財
源

49.3%50.7%

投資及び出資金・貸付金 投資及び出資金・貸付金 
 　 31億1,957万円  10.4% 　 31億1,957万円  10.4%
　           　           

投資及び出資金・貸付金 
 　 31億1,957万円  10.4%         

繰出金 
25億3,756万円　      
     8.5%

繰出金 
25億3,756万円　      
     8.5%

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
の

        

経
費

そ
の
他
の

        

経
費

そ
の
他
の

        

経
費

そ
の
他
の

そ
の
他
の

        
        

経
費
経
費

そ
の
他
の

        

経
費

そ
の
他
の

        

経
費38.9%38.9%

7.5%7.5%
投資的経費投資的経費 53.6%53.6%

義
務
的
経
費
が
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
、市
が
自
由
に
使
え
る
財
源
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。

〈
主
な
増
〉

　

●
人
件
費･･･

退
職
者
数
の
増
加
に
よ
る
退
職
手
当
の
増
な
ど（
＋
7･

2
％
）

　

●
扶
助
費･･･

児
童
手
当
の
制
度
拡
大
に
よ
る
給
付
費
の
増
な
ど（
＋
8･

7
％
）

〈
主
な
減
〉

　

●
投
資
的
経
費･･･

普
通
建
設
事
業
費
の
減
な
ど（
△
14･

5
％
）

　

●
補
助
費
等･･･

下
水
道
事
業
会
計
補
助
金
の
減
な
ど（
△
14･

3
％
）

17.9%17.9%



予算執行状況 
会　計　区　分 

国民健康保険事業会計 

介護保険事業会計 

老人保健事業会計 

農業集落排水事業会計 

簡易水道事業会計 

予　算　額 

74億6,346万円 

43億7,299万円 

78億2,730万円 

4億4,690万円 

1億8,245万円 

収入率 執行率 

80.8％ 

72.5％ 

85.6％ 

14.9％ 

13.2％ 

89.9％ 

一　　般　　会　　計 312億8,309万円 79.3％ 82.8％ 

90.2％ 

92.4％ 

92.8％ 

89.4％ 

特
別
会
計

 

市
立
病
院 

競 

艇 

402億7,608万円 
（前年度比△39.4％） 
402億7,608万円 
（前年度比△39.4％） 

市債総額 
（一般会計・特別会計） 
市債総額 

（一般会計・特別会計） 

合　　計 

施設敷地 約247万㎡ 約185億円 

基金・積立金 14件 約55億円 

約740億円 

3月31日現在の平成17年度一般・特別・企業会計予算の執行状況をお知らせします。　　 

市有財産の状況 

H17年3月末残高 
H17年度中最高残高 
H18年3月末残高 

25億4,540万円 
44億3,404万円 
29億4,827万円 

一時借入金残高 

区　　分 

収　入　＊1

支　出　＊2

差　　　  引 

収　入　＊3　 

支　出　＊4

差　　　  引 

42億6,807万円 

47億7,669万円 

4億7,759万円 

△  5億   862万円 

4億7,759万円 

0円 

収
益
的 

資
本
的 

98.9

98.0

― 

100.0

100.0

― 

収益的・資本的収支 

企業債、借入金の内訳 

企
業
債

 

区　　分 借　入　先 平成17年度末に 
残っている借入金 返したお金 

短 期 借 入 金 市内金融機関 13億1,117万円 

施 設 整 備  財 務 省  24億2,599万円 2億1,936万円 

医療機器整備  市 中 銀 行  

市 中 銀 行  

2億6,992万円 1億1,847万円 

退 職 手 当 債  2億5,725万円 8,575万円 

長 期 借 入 金 競艇事業部  5億5,000万円 0円 

新しく借りたお金 

0円 

3,180万円 

0円 

0円 

※市債とは･･･道路や学校、住宅、 
災害復旧工事など、生活基盤を整備 
するために国などから借り入れた資 
金のことで、下水道事業の企業会計 
移行により大幅に減少しています。 

 
 

＊1
診
療
費
、
健
診
、
繰
入
金
な
ど 

＊2
人
件
費
、
薬
剤
費
、
光
熱
水
費
な
ど 

＊3
繰
入
金
、
企
業
債
、
補
助
金
な
ど 

＊4
医
療
機
器
購
入
費
・
償
還
金
な
ど 

＊1
舟
券
収
益
、
入
場
料
な
ど 

＊2
舟
券
払
戻
金
、
人
件
費
、
交
付
金
な
ど 

＊3
企
業
債 

＊4
建
設
改
良
費
・
固
定
資
産
購
入
費
な
ど 

― ― 

区　　分 

収　入 ＊1

支　出 ＊2

差　　   引 

収　入 ＊3

支　出 ＊4

差　　   引 

執　行　額 

368億7,772万円 

1億7,578万円 

7,320万円 

2億1,659万円 

370億5,350万円 

△  1億4,339万円 

収
益
的 

資
本
的 

91.7

― 

100

59.0

予算額に対する 
執行率（％） 

執　行　額 予算額に対する 
執行率（％） 

93.2

― 

収益的・資本的収支 

平成17年度の財政事情 平成17年度の財政事情 平成17年度の財政事情 平成17年度の財政事情 平成17年度の財政事情 

建　　物 約29万㎡ 約413億円 

その他  約87億円 

一
般
・
特
別
会
計 

一
般
・
特
別
会
計 

一
般
・
特
別
会
計 

企
業
会
計 

企
業
会
計 

企
業
会
計 

財務省 

 
公営企業 
金融公庫 
 57億5,457万円 

111億1,153万円 

公営企業金融公庫 
 
合　　　　　計 
 

収 益 的 収 支  

99.6%財務省 

 

 

18億463万円 

100%

 

2億8,783万円 

8億6,935万円 
97.5%

資 本 的 収 支  

予算額 

執行率 

財務省 

 

公営企業 
金融公庫 
 

収 益 的 収 支  

2億215万円 

99.8%
1億3,812万円 

8,945万円 

 

100.2%
3,842万円 

資 本 的 収 支  

予算額 

執行率 
7億8,389万円 

5億7,245万円 

財務省 

 
73億1,247万円 

公営企業 
金融公庫 
 64億1,303万円 

収 益 的 収 支  

26億2,849万円 

 

98.8%
23億7,740万円 

96.7%

 

20億4,281万円 

資 本 的 収 支  

予算額 

執行率 

郵政公社 
77億2,251万円 

◎
企
業
債
残
高 

　
11
億
４
、
２
２
０
万
円 

20億5,524万円 
98.1%

96.6%

86.3%

97.8%

97.6%
30億5,437万円 



402億7,608万円 
（前年度比△39.4％） 

市債総額 
（一般会計・特別会計） 

水
　
道 

平成17年度の財政事情 平成17年度の財政事情 平成17年度の財政事情 平成17年度の財政事情 

一
般
・
特
別
会
計 

一
般
・
特
別
会
計 

企
業
会
計 

企
業
会
計 

収入 

支出 

未償還残高 
168億6,610万円 

財務省 

 

財務省 

 

2億1,612万円 

公営企業 
金融公庫 
 

公営企業 
金融公庫 
 57億5,457万円 

111億1,153万円 

57億5,457万円 

区　分 企業債償還金 利　　息 

公営企業金融公庫 
 
公営企業金融公庫 
 

111億1,153万円 

3億6,930万円 3億1,728万円 

1億6,089万円 

5億8,542万円 合　　　　　計 
 
合　　　　　計 
 

4億7,817万円 

工
業
用
水
道 

収 益 的 収 支  収 益 的 収 支  

99.6%99.6%

5 10 15 20億円　　　　　 

下
水
道 

財務省 

 

財務省 

 

区　分 企業債償還金 利　　息 

区　分 企業債償還金 利　　息 

公営企業金融公庫 
 
合　　　　　計 
 

財務省 

 

  

18億463万円 18億463万円 

収入 

支出 

100%100%

2 4 6 8億円　　　　　 

  

2億8,783万円 2億8,783万円 

8億6,935万円 8億6,935万円 
97.5%97.5%

資 本 的 収 支  資 本 的 収 支  

予算額 予算額 

執行率 執行率 

収入 

支出 

未償還残高 
13億5,634万円 

財務省 

 

財務省 

 

5,218万円 

公営企業 
金融公庫 
 

公営企業 
金融公庫 
 

2,327万円 1,750万円 

2,328万円 

7,545万円 4,078万円 

収 益 的 収 支  収 益 的 収 支  

0.5 1 1.5 2億円　　　　　 

2億215万円 2億215万円 

99.8%99.8%
1億3,812万円 1億3,812万円 

収入 

支出 

0.25 0.5 0.75 1億円　　　　　 

8,945万円 8,945万円 

  

100.2%100.2%
3,842万円 3,842万円 

資 本 的 収 支  資 本 的 収 支  

予算額 予算額 

執行率 執行率 
7億8,389万円 

5億7,245万円 
7億8,389万円 

5億7,245万円 

収入 

支出 

未償還残高 
219億7,301万円 

財務省 

 
73億1,247万円 
財務省 

 

公営企業 
金融公庫 
 64億1,303万円 

公営企業 
金融公庫 
 

公営企業金融公庫 
 

合　　　　　計 
 

収 益 的 収 支  収 益 的 収 支  

10 20 30 40億円　　　　　 

郵政公社 

26億2,849万円 26億2,849万円 

  

98.8%98.8%
23億7,740万円 23億7,740万円 

収入 

支出 

96.7%96.7%

10 20 30 40億円　　　　　 

  

20億4,281万円 20億4,281万円 

資 本 的 収 支  資 本 的 収 支  

予算額 予算額 

執行率 執行率 

64億1,303万円 

市中銀行 
5億2,500万円 

73億1,247万円 

郵政公社 
77億2,251万円 
郵政公社 
77億2,251万円 

財務省 

市中銀行 

3億7,831万円 

1億8,362万円 

2億6,196万円 

499万円 

8億2,888万円 

6億8,046万円 

1億8,616万円 

4億4,668万円 

0円 

13億1,330万円 

 

20億5,524万円 20億5,524万円 
98.1%98.1%

96.6%96.6%

86.3%86.3%

97.8%97.8%

97.6%97.6%
30億5,437万円 30億5,437万円 
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「多良岳県立公園 黒木登山口
山開き」が、黒木町バス終点広
場で行われました。大村山岳会
をはじめ、地元の町内会や山登
り愛好家の皆さんなどが参加し、
今年の登山中の安全を祈願しま
した。安全祈願式を終えた皆さ
んは、さっそく新緑に映える多
良岳山頂を目指し出かけていき
ました。

新緑の季節が到来
－黒木登山口山開き －　　　

4/23

世界のシャクナゲ4 5種類5 , 4 0 0
本 が 裏 見 の 滝 自 然 花 苑 を 彩 る

「しゃくなげ祭り」が4月8日から
1か月間に渡って、開かれました。
訪れた人たちは、鮮やかに咲き
競うシャクナゲの美しさと裏見
の滝の景観を楽しみながら園内
を散策していました。

色とりどりの
シャクナゲに包まれて

－ 裏見の滝しゃくなげ祭り －

4/8～5/7

僕たちのロケットが一番だ！
－ 第５回水ロケット大会

・こいのぼりコンクール －

4/29

市内の子ども会から4 4チーム2 8 3人
が集まって「水ロケット大会」が市
陸上競技場で開かれました。勢いよ
く飛び出す自作の水ロケットに、子
どもたちはもちろん、保護者の皆さ
んも歓声をあげていました。大会で
はどのチームが一番遠くまで飛ばせ
るかを競い、今年は1 0 9 mを記録した
松山町子ども会Bチームが優勝しまし
た。また、「手作りこいのぼりコンク
ール」も同時に開催されました。

今年で2 0回目を迎えた、市制
施行6 5周年プレイベントの「の
だけ新茶まつり」が野岳湖公園
のロザ・モタ広場で開かれまし
た。恒例の新茶の試飲やお茶の
手もみ体験、地元産品の即売に
加え、大村市出身のねんど大介
さんなどによるお笑いショー
や、新茶の野点などいろいろな
イベントが行われ、家族連れな
どの目を引いていました。ゴー
ルデンウイークの３日間は、さ
わやかな五月晴れに恵まれ、市
内外から６万人の人出でにぎわ
いました。

五月のそよ風に新茶のかおり
－ 市制施行65周年記念プレイベント 第20回のだけ新茶まつり －

5/3～5



4/24　４少年の絆を引き継いで
第７回天正遣欧少年使節ゆかりの地首長会議

　天正遣欧少年使節にゆかりのある４市１町の市・町長が一

堂に会し「第７回天正遣欧少年使節ゆかりの地首長会議」が

市コミセンで開催されました。この日は、橋田・宮崎県西都市

長（伊東マンショの出身地）、山下・西海市長（中浦ジュリアン

の出身地）、奥村・雲仙市長（千々石ミゲルの出身地）、一瀬・

波佐見町長（原マルチノの出身地）と、４少年を派遣した大村

純忠の地である本市から松本市長が出席。会議では、平成18

年度の事業計画として、4市1町の中学２・３年生各20人を募り、

交流事業を本市で開催することが決定しました。さらに４少年

を題材にしたドラマ・映画化や大村市振興公社が毎年開いて

いる「市民ミュージカル」の4市1町共同による制作・公演など

の実現に向けて、協議していくことが確認されました。 

4/20 　
首
都
圏
や
関
西
地
域
か
ら
の
企
業
誘
致
に
関
す
る
情
報
収
集
や
、効
率
的
な
企
業
誘

致
活
動
の
推
進
と
、地
元
企
業
の
育
成
に
関
し
、同
地
域
で
活
躍
中
の
本
市
の
出
身
者

に
支
援
を
し
て
も
ら
お
う
と
「
大
村
市
企
業
誘
致
支
援
首
都
圏
会
議
及
び
大
村
市
企
業

誘
致
支
援
関
西
地
区
会
議
設
置
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
、こ
の
日
は
首
都
圏
を
対
象
と
し

た
「
大
村
市
企
業
誘
致
支
援
首
都
圏
会
議
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
大
村
市
東
京
事
務
所

で
開
か
れ
た
会
議
で
は
、首
都
圏
で
活
躍
中
の
９
人
に
松
本
市
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
、

今
後
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、「
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
に
は
誘
致
企
業

と
市
内
の
地
元
企
業
と
の
連
携
な
ど
総
合
的
な
産
業
の
振
興
が
重
要
で
あ
る
」
な
ど
活

発
な
意
見
や
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
５
月
下
旬
に
は
関
西
地
区
の
「
大
村
市
企
業
誘
致
支
援
関
西
地
区
会
議
」
も
発
足
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
年
1
〜
2
回
会
議
を
開
き
、情
報
交
換
な
ど

を
行
い
効
率
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

大村市企業誘致支援首都圏会議
　　および大村市企業誘致支援関西地区会議設置

　関東・関西圏の本市出身者が企業誘致をサポート

4/28　まちづくりは道づくりから

国道34号等大村市内幹線道路整備促進期成会総会

　大村市の幹線道路の整備促進を図るため、官民で組織し

ている「国道34号等大村市内幹線道路整備促進期成会（会

長　松本市長）」の総会が、市コミセンで開かれました。同期

成会は、18年前に市、商工会議所、農業協同組合など市内の

12団体で発足し、国・県道など市内の幹線道路の整備促進

の必要性や緊急性を国・県に対し訴えています。総会では、国

道34号の大村駅入口交差点から西本町交差点までの間に、

右折専用レーンが設置されたことや、国土交通省の「ちゃくち

ゃくプロジェクト」に採択された水主町交差点から国立長崎医

療センター入口までの約1,800mの早期完成（平成20年度）

が見込まれること、都市計画道路・久原池田線の工事が遅滞

なく進められていることなど、これまでの本期成会の成果を報

告し、本年度の要望活動なども引き続き協力して進めることが

決まりました。 

きずな 
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市ではまちづくりの一環として、都市景観条例を制定して大村市にふさわしい建物などを表彰し、美しいま
ちづくりを進めています。今年も、次のとおり募集しますので、皆さんふるってご応募ください。

大村市都市景観賞

＜ テ ー マ ＞
「大村の良いもの（建物・まちなみ）み～つけた！」

＜応募方法＞
「大村」の風土や景観にふさわしい建築物や通り

を推薦してください。ただし、第1～4回に受賞した
建物などは対象となりません。
＜部　　門＞■大きな建物部門／建築物

■小さな建物部門／建築物　
■まちなみ部門／通り

写真コンクール

＜ テ ー マ ＞
「わたしの好きな大村の建物やまちなみ」

＜規　　格＞
ワイド4つ切りサイズ（カラー・モノクロは不問）

※応募作品については、市に帰属します。
また、原則として返却いたしません。

◎応募方法　市役所・市の出先機関などで配布の応募
はがきに必要事項を記入のうえご応募ください。

◎募集期間　6月5日（月）～8月11日（金）

■応募先・問い合わせ 都市計画課（内線431）

※詳しくは、応募はがきや市のホームページ（http://www.city.omura.nagasaki.jp）をご覧ください。

市では、平成16年4月に上小路周辺地区を景観形成地区に指定し、より魅力ある街なみになるよう、まちづく
りを進めています。そこで、地区内の建物などの整備・改善費用を助成する「街なみ整備助成事業補助金制度」
を新設しました。

【補助の対象】

次のいずれかの条件を満たす建築物などを整備改善
する費用　　

①景観形成地区内の建物などで、対象道路に接する
もの（住宅・門・塀・生け垣など）

②県の「まちづくり景観資産」として登録された建
造物

③市の「都市景観形成建築物等」として指定された
建造物

※基準がありますので、詳しくはお問い合わせください。

【補助率】

補助対象事業費の３/４以内
※限度額があります。
※同一建造物につき、補助金の交付は1回となります。

【申請方法】

整備・改善をする１か月前までに、都市計画課に
お申し込みください。補助要件に該当するか審査後、
補助の決定をします。

広域農道「大村東彼杵地区」が

一部供用開始されました

県が事業主体となって平成1 2年度から建設している広域農道
「大村東彼杵地区」（総延長1 1 , 8 0 0 m）のうち、9 3 0 m（大村工区
1,700m）が5月26日（金）から供用開始されました。

■問い合わせ 農林整備課（内線259）
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○
I

Ｔ
講
習
会
受
講
生
　

内
容

③
ワ
ー
ド
入
門
（
名
刺
作
成
）

④
ワ
ー
ド
入
門
（
絵
画
を
描
こ
う
）

と
き

③
７
月
4
日
〜
７
月
13
日
、
④

７
月
18
日
〜
７
月
27
日
の
い
ず
れ
も
毎

週
火
・
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ

情
報
交
流
プ
ラ
ザ

対
象

ワ
ー
ド
初
心
者

定
員

各
講
座
20
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
　
5

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申　
込　
方　
法　
　　
往　
復　
は　
が　
き　
に　
希　
望　
講　
座　
番　

号　
（　
○　
囲　
み　
番　
号　
）　
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、「
〒
８
５
６
｜
０
０
２
２
　
雄
ケ

原
町
１
２
９
８
｜
29

大
村
市
情
報
交

流
プ
ラ
ザ
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限

③
６
月
20
日

（　火　）　
、　
④
7

月

4
日

（　火　）　

■
問
い
合
わ
せ

情
報
交
流
プ
ラ
ザ

（

○　5  0  
０
０
９
５
）

○
県
立
学
校
地
域
開
放
講
座

「
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
受
講
生
　

内
容

ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
の
基
本
を
習

得
す
る
講
座

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生

対
象

自
動
車
運
転
免
許
証
を
取
得
後

10
年
以
上
で
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
人

○
取
得
後
、継
続
し
て
運
転
に
従
事
し
、

自
分
が
原
因
と
な
る
交
通
事
故
を
10
年

以
上
起
こ
し
た
こ
と
が
な
く
、
交　
通　
違　

反　
お　
よ　
び　
、　
罰　
金　
刑　
以　
上　
の　
犯　
罪　
行　
為　

も　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
５　
年　
以　
上　
な　
い　
人　

基
準
日
　
７
月
31
日

（　月　）　

表
彰
の
種
類
　
○
県
表
彰
　
20
年
以

上
、
30
年
以
上
　
○
市
表
彰
　
10
年
以

上
、
15
年
以
上
、
25
年
以
上

持
っ
て
く
る
も
の
　
表
彰
上
申
書
（
交

通
安
全
協
会
で
配
布
）、
無
事
故
無
違

反
証
明
書
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
発
行
）、
運
転
免
許
証
、
印
か
ん

申
請
期
間
　
６
月
１
日

（　木　）　
〜
30
日

（　金　）　

精
霊
流
し
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
初
盆
を
迎
え
る
ご
家
庭
で
、
精

霊
船
を
注
文
、
ま
た
は
作
る
場
合
は
、

町
内
会
連
合
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
大
き
さ
は
、
全
長
３
m
以
下
（
み
よ

し
部
分
を
含
む
）、
全
幅
２
m
以
下
、

高
さ
３
m
以
下
（
担
い
だ
と
き
）

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
材
料
は
控
え
る

※
詳
し
く
は
、
広
報
お
お
む
ら
８
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と　
き　

６　
月　
1  2  
日　

（　月　）　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
３　
時　

と　
こ　
ろ　

県　
県　
北　
振　
興　
局　
（　
佐　
世　
保　
市　

木　
場　
田　
町　
）　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　

①　
銃　
砲　
刀　
剣　
類　

②　
銃　
砲　
刀　
剣　
類　
発　
見　
届　
出　
済　
証　
（　
新　
規　
）　

審　
査　
手　
数　
料　
…　
新　
規　
６　
、　
３　
０　
０　
円　

再　
交　
付　
３　
、　
５　
０　
０　
円　
（　
再　
交　
付　
は　
事　

前　
に　
県　
教　
育　
庁　
学　
芸　
文　
化　
課　
に　
必　
ず　
ご　

連　
絡　
く　
だ　
さ　
い　
。　）　

問　
い　
合　
わ　
せ　

県　
教　
育　
庁　
学　
芸　
文　
化　
課　

（　

０　
９　
５　
―　
８　
９　
４　
―　
３　
３　
８　
４　
）　

物
件

宅
地
、
建
物
　
数
件

と
き

6
月
27
日

（　火　）　
、
午
後
1

時

と
こ
ろ

市
役
所
大
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

持
っ
て
く
る
も
の

公
売
保
証
金
・
印

か
ん

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
・
印
か

ん
・
印
鑑
証
明
書

※
法
人
の
場
合
は
、
代
表
権
を
証
す
る

書
面
（
商
業
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
）

※
公
売
開
始
ま
で
に
滞
納
し
て
い
る
市

税
が
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

◇
６
月
加
入
の
掛
け
金
は
、
１
口
４
４
０
円
で
す
。
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

■
安
全
対
策
課
（
内
線
２
Ⅰ
４
）

も
う
加
入
し
ま
し
た
か
？
市
民
交
通
傷
害
保
険

と
き
　
６
月
30
日
〜
７
月
21
日
の
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時

（
全
９
回
）

と
こ
ろ

県
立
大
村
工
業
高
校

定
員
　
成
人
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料
　
３
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申　
込　
方　
法　
　　
往　
復　
は　
が　
き　
に　
講　
座　
名　
・　
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、「
〒

８
５
６
｜
８
６
８
６　（
住
所
不
要
）　社
会

教
育
課
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

６
月
15
日

（　木　）　
（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
内
線

８
４
｜
１
５
４
）

○
夏
休
み
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
　

内
容

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
の
作
成

と
き

７
月
21
日

（　金　）　
、　午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

県
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
校
１
〜
６
年
生
親
子

定
員

60
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
講
座
名
・

住
所
・
学
校
名
・
年
・
組
・
親
子
の
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、「
〒

８
５
６
―
０
８
３
４
玖
島
１
丁
目
24

―
２
長
崎
県
教
育
セ
ン
タ
ー
」
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

６
月
30
日

（　金　）　

■
問
い
合
わ
せ

県
教
育
セ
ン
タ
ー

（

○　5  4  
６
３
４
１
）
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体　活　
動　
内　
容　
　　
自　
然　
観　
察　
や　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　

活　
動　
な　
ど　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
が　
自　
主　
的　
に　

環　
境　
活　
動　
に　
取　
り　
組　
み　
、　
環　
境　
保　
全　
の　

大　
切　
さ　
を　
学　
習　
し　
ま　
す　
。　

登　
録　
料　
　　
無　
料　

※　
登　
録　
す　
る　
と　
、　
日　
本　
環　
境　
協　
会　
「　
こ　

ど　
も　
エ　
コ　
ク　
ラ　
ブ　
全　
国　
事　
務　
局　
」　
か　
ら　

会　
員　
全　
員　
に　
バ　
ッ　
ジ　
、　
会　
員　
手　
帳　
な　
ど　

の　
ス　
タ　
ー　
タ　
ー　
キ　
ッ　
ト　
が　
進　
呈　
さ　
れ　
ま　

す　
。　

※　
登　
録　
は　
い　
つ　
で　
も　
で　
き　
ま　
す　
。　

環
境
保
全
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど

を
行
う
家
庭
を
「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」、

そ
の
家
庭
の
代
表
者
を
「
我
が
家
の
環

境
大
臣
」
と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
　　
環　
境　
に　
関　
心　
が　
あ　
る　
家　
庭　

活　
動　
内　
容　
　　
省　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
、　
緑　
化　
な　

ど　
の　
地　
球　
温　
暖　
化　
防　
止　
の　
取　
り　
組　
み　
や　
、　

ご　
み　
減　
量　
・　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
な　
ど　
を　
家　
庭　

で　
自　
主　
的　
に　
行　
い　
ま　
す　
。　

登　
録　
料　
　　
無　
料　

登　
録　
方　
法　
　　
①　
一　
家　
庭　
の　
場　
合　
は　
、　
ホ　

ー
ム
ペ
ー
ジ
（

）　
か　
ら　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

②　
複　
数　
の　
家　
庭　
で　
グ　
ル　
ー　
プ　
を　
作　
る　
場　

合　
は　
、　
環　
境　
保　
全　
課　
に　
お　
申　
し　
込　
み　
く　

だ　
さ　
い　
。　

※　
登　
録　
は　
い　
つ　
で　
も　
で　
き　
ま　
す　
。　

内
容

①
簿
記
（
入
門
編
）
②
パ
ソ
コ

ン
（
ワ
ー
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ
応
用
編
）

と
き

６
月
下
旬
〜
10
月
上
旬
、
午
後

７
時
〜
９
時
（
各
全
12
回
）
①
月
曜
日

②
火
曜
日
　

と
こ
ろ

①
労
働
会
館
　
②
情
報
交
流

プ
ラ
ザ

受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
で
、
満
30
歳
未
満
の
人

（
高
校
生
以
下
は
除
く
）

受
講
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
有
料
）

申　
込　
方　
法　
　　
講　
座　
名　
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
う
え
、「
〒

８
５
６
｜
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
商

工
観
光
課
」
ま
で
、
は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス　
（　

○　5  4  
９
５
６
７
）、
Ｅ
メ
ー

ル　（

）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

６
月
16
日

（　金　）　

内　
容　

健　
康　
づ　
く　
り　
の　
た　
め　
正　
し　
く　
効　
果　

的　
な　
運　
動　
方　
法　
を　
習　
得　
し　
て　
、　
地　
域　
の　
人　

な　
ど　
に　
伝　
え　
る　
健　
康　
づ　
く　
り　
推　
進　
員　
を　
養　

成　
し　
ま　
す　
。　

期　
間　

６　
月　
〜　
平　
成　
1  9  
年　
２　
月　
、　
月　
１　

回　
・　
水　
曜　
日　

と　
こ　
ろ　

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　

対　
象　

す　
べ　
て　
の　
講　
座　
に　
出　
席　
で　
き　
る　

2  0  
歳　
以　
上　
の　
人　

定　
員　

40
人　
（　
先　
着　
順　
）　

申
込
期
限

６
月
15
日

（　木　）　

内　
容　

初
歩
的
な
救
急
救
命
の
方
法
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
操
作
方
法

講
師

消
防
署
職
員

と
き
①
６
月
24
日

（　土　）　
②
６
月
25
日

（　日　）　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

と　
こ　
ろ　
①　
市　
コ　
ミ　
セ　
ン　
②　
竹　
松　
出　
張　
所　

対
象
　
各
約
20
人
（　
先　
着　
順　
）　

申
込
方
法
　
健
康
増
進
課
、
ま
た
は
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

内　
容　
お　
よ　
び　
対　
象　

市
街
地
を
一
望
で

き　
る　
景　
観　
を　
持　
つ　
絆　
の　
森　
（　
原　
町　
）　
に　
植　

栽　
し　
た　
ヤ　
マ　
ザ　
ク　
ラ　
や　
ヤ　
マ　
モ　
ミ　
ジ　
な　

ど　
の　
草　
刈　
り　
な　
ど　
の　
管　
理　
を　
、　
年　
数　
回　
し　

て　
も　
ら　
え　
る　
家　
族　
・　
グ　
ル　
ー　
プ　
な　
ど　

申
込
方
法

農
林

整
備
課
で
配
布
し

て
い
る
申
込
用
紙

で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限

６
月

20
日

（　火　）　

申
込
期
限
　
６
月
９
日

（　金　）　

入
居
日
　
７
月
１
日

（　土　）　

抽
選
日
お
よ
び
場
所
　
６
月
20
日

（　火　）　
、

午
前
1  0  
時
　
市
民
会
館

※
空
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住

宅
課
（
内
線
４
４
１
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
犬　（
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
除
く
）、

猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
類
は
飼
育
で
き
ま
せ

ん
。口

座
振
替
の
申
込
用
紙
は
取
扱
金
融

機
関
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
預
貯
金
通

帳
・
通
帳
届
出
印
・
納
付
書
を
お
持
ち

の
う
え
、直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
自
動
的
に

継
続
し
ま
す
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

対　
象　
　　
３　
歳　
以　
上　
の　
幼　
児　
か　
ら　
高　
校　
生　

お　
よ　
び　
活　
動　
を　
支　
え　
る　
大　
人　
を　
含　
む　
団　

「　
子　
ど　
も　
の　
悩　
み　
・　
親　
の　
悩　
み　
」　

講　
演　
会　
お　
よ　
び　
悩　
み　
相　
談　
会　

◇　
と　
き　

６　
月　
18
日　
　　

午　
後　
１　
時　
〜　
５　
時　

◇　
と　
こ　
ろ　

市　
コ　
ミ　
セ　
ン　
　　
◇　
対　
象　

保　
護　
者　
・　
主　
任　
児　
童　
委　
員　
・　
教　
師　
・　
保　
育　
士　

◇　
演　
題　
「　
子　
ど　
も　
の　
シ　
グ　
ナ　
ル　
見　

え　
ま　
す　
か　
」　
◇　
講　
師　

広　
木　
克　
行　
氏　
　　
◇　
入　
場　
料　
　　
５　
０　
０　
円　
　　
※　
個　
別　
相　
談　
は　
午　
後　
２　
時　
50
分　
〜　
　　
■　
登　
校　
拒　
否　
を　
考　
え　
る　
親　
の　
会　
（　
宇　
津　
宮　
）　

○　5  3  
９　
６　
６　
７　

（　日　）　



申　
込　
期　
間　

６　
月　
１　
日　

（　木　）　
〜　
1  0  
月　
3  1  
日　

（　火　）　

対　
象　

市　
内　
在　
住　
の　
40
・　
50
・　
60
・　
70

歳　
の　
人　
　　

内　
容　

問　
診　
、　
歯　
周　
組　
織　
検　
査　
、　
ブ　
ラ　

ッ　
シ　
ン　
グ　
指　
導　
な　
ど　

定　
員　
　　
１　
６　
０　
人　
（　
先　
着　
順　
）　

負　
担　
金　
　　
２　
０　
０　
円　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　

前　
川　
ク　
リ　
ニ　
ッ　
ク　
（　
植　
松　
１　
丁　
目　
４　

９
７
｜
４

○　5  3  

６
８
６
６
）
を
、

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
指
定
医
療
機

関
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。

お　
詫　
び　
と　
訂　
正　

「　
広　
報　
お　
お　
む　
ら　
４　
月　
号　
」　

と　
一　
緒　
に　
配　
布　
し　
ま　
し　
た　
「　
健　
康　
の　
し　
お　
り　
」　

４　
ペ　
ー　
ジ　
の　
指　
定　
医　
療　
機　
関　
一　
覧　
表　
の　
中　
で　
、　

「　
谷　
口　
整　
形　
外　
科　
」　
の　
電　
話　
番　
号　
は　
、　

○　4  8  

６
６
７
７
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

演
題
「　
乳　
幼　
児　
の　
救　
急　
救　
命　
の　
方　
法　
に　
つ　
い　
て　
」　

講
師

大
村
消
防
署
救
急
救
命
士

と
き

7
月
10
日

（　月　）　
、　午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

市
コ
ミ
セ
ン

定
員

25
人
（
先
着
順
）

申　
込　
先　
　　
子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　

○　5  4  

９
１
０
０
）、
南　
地　
区　
子　
育　
て　
支　
援　

セ　
ン　
タ　
ー　
（　

○　5  4  

２　
８　
０　
０　
）　、　
北　
地　
区　

子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　

○　5  5  

０　
９　
２　

２　
）　、　
社　
会　
教　
育　
課　
（　
内　
線　
８　
４　
｜
１　
５　

４　
）　
に　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申
込
期
限
　
7
月
４
日

（　火　）　

※
託
児
あ
り
（
事
前
申
し
込
み
）

対
象
　
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
稚
園
な
ど
に

通
園
し
て
い
な
い
幼
児

開
放
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
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で
、
忘
れ
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

児
童
手
当
現
況

届
（
５
月
下
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
）、

印
か
ん

※
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、

前
住
所
地
発
行
の
平
成
17
年
分
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
も
必
要
で
す
。

受
付
期
間

６
月
１
日

（　木　）　
〜
30
日

（　金　）　

受
付
窓
口

児
童
家
庭
課

○
出
張
所
受
付

と　
き　

６　
月　
2  4  
日　

（　土　）　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
４　
時　

と
こ
ろ

中
地
区
公
民
館

テ
ー
マ

「
た
な
ば
た
」

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　

は　
さ　
み　
、　
ボ　
ン　
ド　

喫
煙
で
問
題
に
な
る
の
は
、
本
人
の

身
体
に
入
る
「
主
流
煙
」
よ
り
も
、
た

ば
こ
か
ら
出
る
「
副
流
煙
」
の
方
に
た

く
さ
ん
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
家
族
や
身
近
な
人
た
ち
の

た
め
に
も
禁
煙
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
食
習
慣
の
乱
れ
、
栄
養
の
偏

り
、
不
規
則
な
食
事
な
ど
か
ら
肥
満
や

生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
の
問
題
が
深

刻
化
し
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ

て
「
食
」
の
あ
り
方
を
学
び
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

を
育
て
る
食
育
推
進
の
月
間
や
日
が
決

ま
り
ま
し
た
。
６
月
は
食
育
月
間
、
毎

月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。

児　
童
手
当
（
特
例
給
付
・
小
学
校
修

了
前
特
例
給
付
）
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
現
況
届
の
提
出
時
期
で
す
。
提
出

し
な
い
と
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
の

申　
込　
開　
始　
　　
６　
月　
１　
日　

（　木　）　
〜　

検　
診　
の　
種　
類　
　　
基　
本　
健　
康　
診　
査　
、　
肝　
炎　

ウ　
イ　
ル　
ス　
検　
査　
、　
結　
核　
・　
肺　
が　
ん　
検　
診　
、　

大　
腸　
が　
ん　
検　
診　

定　
員　
　　
１　
２　
０　
人　
（　
１　
日　
）　

申
込
方
法

電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　

い　
。　

負　
担　
金　
　　
５　
０　
０　
〜　
８　
０　
０　
円　

※　
負　
担　
金　
な　
ど　
詳　
し　
く　
は　
、　「　
広　
報　
お　

お　
む　
ら　
４　
月　
号　
」　
と　
一　
緒　
に　
配　
布　
し　

て　
い　
ま　
す　
「　
健　
康　
の　
し　
お　
り　
」　
を　
ご　

覧　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
竹　
松　
出　
張　
所　
、　
市　
民　
会　
館　
、　
市　
コ　
ミ　

セ　
ン　
は　
午　
前　
11
時　
30
分　
〜　
午　
後　
１　
時　
30

分　
は　
受　
け　
付　
け　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　

と　
き　

６　
月　
1  0  
日　

（　土　）　
、　
①　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
1  1  

時　
　　
②　
午　
前　
1  1  
時　
〜　
正　
午　
　　
③　
午　
後　
２　
時　

〜　
３　
時　

と
こ
ろ

①
市
コ
ミ
セ
ン
　
②
中
地
区

公
民
館
　
③
西
大
村
コ
ミ
セ
ン

上
映
ア
ニ
メ

①
③
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の

シ
ン
デ
レ
ラ
（
30
分
）、
け
ろ
け
ろ
け

ろ
っ
ぴ
の
大
冒
険
ふ
し
ぎ
な
豆
の
木

（
20
分
）

②
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
魔
法

の
森
の
お
姫
さ
ま
（
34
分
）、
よ
ー
い

ド
ン
！
（
18
分
）

入
場
料

無
料

祝
１
０
０
歳

お　
め　
で　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　

竹　
谷　
キ　
サ　
さ　
ん　
（　
明　
治　
3  9  
年　
４　
月　
1  8  
日　

生　
ま　
れ　
、　
武　
部　
町　
）　
が　
め　
で　
た　
く　
１　
０　
０　

歳　
を　
迎　
え　
ら　
れ　
、　
ご　
家　
族　
と　
長　
寿　
を　
お　
祝　

い　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
も　
元　
気　
で　
長　
生　

き　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　
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◇　
と　
き　

毎　
月　
第　
２　
・　
４　
金　
曜　
日　
、　
午　
前　
９　
時　
3  0  
分　
〜　
午　
前　
1  2  
時　
3  0  
分　
　　
◇　
と　
こ　
ろ　

中　
地　
区　
公　
民　
館　
　　
◇　
内　
容　

お　
菓　
子　
、　
パ　
ン　
、　
軽　
食　
づ　
く　
り　

■
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
料
理
教
室
（
南
村
）

○　5  4  
０　
１　
２　
８　

料
理
教
室
会
員
募
集



◎
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者

コ　
ー　
ス　

①　
は　
じ　
め　
て　
の　
パ　
ソ　
コ　
ン　
教　
室　

②　
は　
じ　
め　
て　
の　
ワ　
ー　
ド　
教　
室　

③　
エ　
ク　
セ　
ル　
２　
０　
０　
０　
基　
礎　

と　
き　
・　
定　
員　

①　
６　
月　
１　
日　

（　木　）　
か　
ら　
全　

２　
回　
・　
2  0  
人　

②　
６　
月　
８　
日　

（　木　）　
か　
ら　
全　
４　
回　
・　
2  0  
人　

③　
６　
月　
２　
日　

（　金　）　
か　
ら　
全　
７　
回　
・　
1  5  
人　

※　
い　
ず　
れ　
も　
午　
前　
1  0  
時
〜　
正　
午　
ま　
で　

と　
こ　
ろ　
　　
地　
域　
交　
流　
館　
　　

受　
講　
料　

１　
回　
あ　
た　
り　
２　
０　
０　
円　
（　
別　

途　
テ　
キ　
ス　
ト　
代　
必　
要　
）　

★　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｔ
へ
る
ぷ
（
岩
本
）

０　
９　
０　
（　
３　
０　
７　
２　
）　
９　
４　
２　
６　

◎　
三　
浦　
野　
生　
の　
森　

子　
ど　
も　
体　
験　
教　
室　
参　
加　
者　

と
き

６
月
〜
平
成
19
年
３
月

と
こ
ろ
　
三
浦
野
生
の
森
（
日
泊
町
）

内
容
　
野
外
炊
事
、
工
作
、
ロ
ー
プ
結

び
、
救
急
法
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど

対
象
・
人
数

小
学
校
１
〜
６
年
生
・

30
人
（
１
〜
３
年
生
は
、　保
護
者
同
伴
）

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
６
月
11
日

（　日　）　
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
市
コ
ミ
セ
ン

で
開
催
す
る
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

★
大
村
市
地
域
子
ど
も
教
室
実
行
委
員

会
（
宇
津
宮
）

○　5  3  
９　
６　
６　
７　
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◎　
女　
性　
の　
た　
め　
の　
護　
身　
術　
教　
室　

と
き

６
月
３
日
〜
26
日
の
毎
週
月
・

土
曜
日
、
午
後
８
時
〜
９
時

と
こ
ろ
　
月　
曜　
日　
…　
市
武
道
館
、
土

曜
日
…
郡
中
学
校
武
道
場

対
象

18
歳
以
上
の
女
性

参
加
料
　
無
料

★　
大
村
市
少
林
寺
拳
法
協
会
（
坂
口
）

０
９
０
（
３
６
６
６
）
９
１
２
６

◎　
大　
村　
少　
年　
合　
唱　
団　
定　
期　
演　
奏　
会　

と
き

６
月
25
日

（　日　）　
、
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
市
民
会
館
　

入
場
料
　
４
５
０
円

★
大
村
少
年
合
唱
団
育
成
会
（
大
畑
）

○　5  2  
５　
８　
９　
１　

◎　
ジ　
ュ　
ニ　
ア　
・　
ク　
ラ　
イ　
ミ　
ン　
グ　
体　
験　
会　

と
き

６
月
10
日

（　土　）　
、
午
前
10
時

と
こ
ろ
　
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
　

参
加
料
　
無
料

資
格

小
学
生
〜
高
校
生
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

※
運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

★
長
崎
県
山
岳
連
盟
（
松
崎
）

０　
９　
０　
（　
２　
５　
０　
８　
）　
５　
６　
６　
３　

◎　
平　
成　
1  8  
年　
度　
調　
理　
師　
試　
験　

と
き

７
月
27
日

（　木　）　
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー

（
諫
早
市
永
昌
町
）

願
書
受
付
　
６
月
１
日

（　木　）　
〜
８
日

（　木　）　

★
県
県
央
保
健
所
　

○　2  6  
３　
３　
０　
４　

◇
■　月

お
な
か
が
張
る
　
◇
■　火

梅
雨
時
の
足
腰
の
痛
み
　
◇
■　水

お
し
っ
こ
が
近
い
子
ど
も
　
◇
■　木

目
薬
の
使
い
方
　
◇
■　金

ひ
き
こ
も
り
　
◇
■　土

■　日

精
液
に
血
が
混
じ
っ
た
ら

■

０
９
５
（
８
２
６
）
５
５
１
１
　

０
９
５
６
（
２
３
）
４
３
０
０

６
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン

◎
香
典
返
し

す　
こ　
や　
か　
基　
金　
へ　
▼　
鈴　
田　
武　
▼　
本　
山　
茂　

◎
一
般
寄
付

す　
こ　
や　
か　
基　
金　
へ　
▼　
石　
川　
和　
幸　
▼　
え　
り　
か　
ぐ　

る　
う　
ぷ　

市　
立　
病　
院　
へ　
▼　
鈴　
田　
武　

桜　
が　
原　
中　
学　
校　
へ　
▼　
寿　
々　
木　
松　
子　

市　
立　
図　
書　
館　
へ　
▼　
国　
際　
ソ　
ロ　
プ　
チ　
ミ　
ス　
ト　
大　
村　

琴　
平　
ス　
カ　
イ　
パ　
ー　
ク　
へ　
▼　
大　
村　
東　
ロ　
ー　
タ　
リ　

ー　
ク　
ラ　
ブ　

野　
岳　
湖　
公　
園　
へ　
▼　
松　
原　
地　
区　
青　
少　
年　
健　
全　
育　

成　
協　
議　
会　

ま　
ち　
か　
ど　
市　
民　
ギ　
ャ　
ラ　
リ　
ー　
へ　
▼　
久　
田　
松　
昭　
暢　

パ　
ー　
ル　
ハ　
イ　
ム　
へ　
▼　
倉　
石　
秀　
文　

ふ　
る　
里　
へ　
▼　
浦　
崎　
美　
代　
子　
▼　
山　
崎　
弘　
子　
▼　
古　

瀬　
恭　
孝　

ベ　
イ　
サ　
イ　
ド　
大　
村　
へ　
▼　
平　
野　
重　
郎　
▼　
大　
村　
吟　

詠　
会　
▼　
南　
里　
恵　
▼　
諫　
早　
ゴ　
ス　
ペ　
ル　
合　
唱　
団　

シ　
ャ　
ロ　
ー　
ム　
▼　
原　
歌　
謡　
ク　
ラ　
ブ　

箕　
望　
荘　
へ　
▼　
圓　
山　
和　
代　
▼　
山　
下　
タ　
ミ　
子　
▼　
岩　

吉　
絢　
子　
▼　
中　
村　
美　
里　
▼　
久　
田　
松　
昭　
暢　
▼　
Ｍ　

Ｃ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
▼　
鈴　
田　
武　
▼　
川　
瀬　
仁　

泉　
の　
里　
へ　
▼　
向　
陽　
高　
校　
衛　
生　
看　
護　
科　
▼　
嶋　
田　

リ　
ュ　
ウ　
子　
▼　
山　
口　
俊　
光　
▼　
馬　
場　
徹　
▼　
田　
崎　

靖　
昌　
▼　
淡　
藤　
会　
▼　
松　
仙　
会　
▼　
市　
川　
治　
喜　
▼　

藤　
間　
勘　
巳　
満　
▼　
清　
水　
亮　
二　
▼　
岩　
永　
祐　
子　
▼　

小　
川　
勇　
▼　
藤　
修　
▼　
奥　
土　
居　
美　
可　
▼　
大　
黒　
屋　

▼　
猪　
牧　
順　
子　
▼　
ア　
ッ　
プ　
ル　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
バ　

ン　
ド　
▼　
松　
下　
辰　
男　
▼　
林　
田　
直　
子　
▼　
ふ　
れ　
あ　

い　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
▼　
山　
下　
憲　
子　
▼　
レ　
ク　
リ　

エ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
彩　
の　
会　
▼　
鵜　
瀬　
フ　
ヂ　
エ　
▼　
川　

崎　
マ　
ス　
子　
▼　
川　
添　
満　
寿　
美　
▼　
松　
山　
和　
子　
▼　

渡　
邉　
計　
子　
▼　
永　
富　
照　
子　
▼　
森　
山　
恵　
美　

う　
ぐ　
い　
す　
の　
丘　
へ　
▼　
鈴　
田　
武　
▼　
本　
山　
茂　
利　
▼　

野　
口　
ハ　
ツ　
▼　
福　
島　
百　
江　
▼　
平　
川　
美　
雪　
▼　
徳　

田　
節　
子　
▼　
柳　
原　
憲　
臣　
▼　
福　
田　
志　
津　
子　
▼　
一　

瀬　
志　
明　
代　

慈　
恵　
荘　
へ　
▼　
松　
永　
シ　
ズ　
エ　
▼　
辻　
み　
ち　
子　
▼　
菅　

ひ　
ろ　
子　
▼　
赤　
木　
信　
雄　
▼　
下　
川　
信　
義　
▼　
平　
田　

輝　
子　
▼　
禿　
和　
代　
▼　
中　
川　
内　
ツ　
ヤ　
子　
▼　
坂　
口　

フ　
ヂ　
ヱ　
▼　
福　
田　
義　
信　
▼　
エ　
ム　
・　
ケ　
ー　
・　
ケ　
ー　

め　
ぐ　
み　
荘　
へ　
▼　
岩　
永　
順　
子　
▼　
下　
坂　
ミ　
ツ　
ノ　
▼　

野　
崎　
多　
守　
▼　
城　
山　
省　
己　
▼　
寺　
井　
則　
子　
▼　
渡　
辺　

隆　
一　
▼　
永　
田　
安　
夫　
▼　
福　
田　
ヒ　
サ　
エ　
▼　
吉　
永　
尚　

子　
▼　
鈴　
田　
地　
区　
婦　
人　
会　
▼　
荒　
木　
美　
夏　
子　

と　
み　
の　
は　
ら　
へ　
▼　
高　
木　
み　
ど　
り　
▼　
村　
岡　
公　
美　

共　
生　
会　
へ　
▼　
川　
里　
産　
業　
▼　
中　
尾　
義　
秋　

大　
村　
子　
供　
の　
家　
へ　
▼　
赤　
水　
清　
春　
▼　
橋　
口　
隆　
▼　

植　
木　
健　

ワ　
ー　
キ　
ン　
グ　
ヒ　
ル　
ズ　
へ　
▼　
安　
野　
し　
ず　
え　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
贈
呈

フ　
ラ　
ワ　
ー　
ヴ　
ィ　
レ　
ッ　
ジ　
お　
お　
む　
ら　
か　
ら　
母　
の　

日　
を　
前　
に　
、　
カ　
ー　
ネ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
な　
ど　
の　
花　
束　
、　

フ　
ラ　
ワ　
ー　
ア　
レ　
ン　
ジ　
が　
贈　
呈　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
。　

（　
４　
／　
2  8  
・　
市　
役　
所　
）　



まちの話題まちの話題まちの話題

中塚健太くん
大村中学校３年生
（武部町）

なかつかけんた

男子（13～14歳）100mを制した
中塚くんの背泳ぎ

2時間の練習で7km程泳ぎます

■
か
な
り
長
い
時
間
泳
い
で
い
ま
し
た
が
、普
段

の
練
習
は
ど
れ
く
ら
い
し
て
い
ま
す
か
？

　

毎
日
学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
午
後
７
時
半
く

ら
い
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。土
曜
日
は
午
前
と

午
後
の
２
回
し
て
、日
曜
日
は
休
み
ま
す
。今
日

は
ク
ロ
ー
ル
で
50
ｍ
を
20
本
し
ま
し
た
。
今
の

時
期
は
持
久
力
を
つ
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
中

心
で
す
。

■
水
泳
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

千
葉
県
に
住
ん
で
い
た
５
歳
の
こ
ろ
、
友
達

に
誘
わ
れ
て
始
め
ま
し
た
。
大
村
に
来
た
の
は

小
学
校
２
年
生
の
と
き
で
、
１
年
生
ま
で
は
サ

ッ
カ
ー
も
し
て
い
ま
し
た
。

■
水
泳
を
や
っ
て
て
苦
し
い
こ
と
、
楽
し
い
こ

と
は
？

　

泳
ぎ
込
み
の
練
習
の
時
は
苦
し
い
け
ど
、
や

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
イ

ム
が
上
が
っ
て
き
た
と
き
が
う
れ
し
い
で
す
。

■
先
日
の
大
会
で
は
、
１
０
０
ｍ
は
優
勝
、
２

０
０
ｍ
は
２
位
、
50
ｍ
は
３
位
と
金
銀
銅
の
メ

ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
が

　

金
を
３
つ
狙
っ
て
い
た
の
で
く
や
し
か
っ
た

け
ど
、
目
標
に
し
て
い
た
１
０
０
ｍ
で
優
勝
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
１
０
０
ｍ
や
２
０
０
ｍ

に
な
る
と
、
速
さ
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
ど
こ

で
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る
か
と
い
っ
た
掛
け
引
き

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
１
０
０
ｍ
で
は
途
中
で

隣
の
選
手
が
後
ろ
に
い
る
と
わ
か
っ
た
の
で
ス

パ
ー
ト
を
か
け
る
と
、
つ
い
て
来
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

■
今
後
の
目
標
は
？

　

ま
ず
は
夏
の
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
で

優
勝
す
る
こ
と
で
す
。
昨
年
は
５
位
だ
っ
た
の

で
、
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
そ
の
記
録
が
良

け
れ
ば
、
準
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
選
手
に
選
ば

れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
海
外
遠
征
に
参

加
で
き
ま
す
。
優
勝
を
目
指
す
ば
か
り
で
は
な

く
、
良
い
記
録
が
出
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
。
そ
の
次
は
、
２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ソ
ル
選

手
（
ア
テ
ネ
五
輪
背
泳
ぎ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
世

界
記
録
保
持
者
）
が
目
標
で
す
。

ソ

「みんなのひろば」は、皆さんのページです。
　皆さんの周りで、がんばっている人や明るい話題・写真（100字
程度のコメントを添えて）などがありましたらご紹介ください。

■問い合わせ　秘書広報課（内線204）
あて先：〒856－8686（住所不要） 秘書広報課
E-mail:kouhou@city.omura.lg.jp

あなたにスポあなたにスポットあなたにスポット

みんなのひろばみんなのひろばみんなのひろばみんなのひろば
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
！

第
28
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
に
出
場
し
、「
男
子

13
〜
14
歳
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
」で
見
事
優
勝
し
た
大
村
中
学
校
３
年
生
中
塚
健
太
く
ん
に
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。ハ
ー
ド
な
練
習
の
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、明
る
く
さ
わ
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま

こ
れ
か
ら
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

市民生活相談室（内線194）・県消費生活センター（　095－824－0999）

「あなたが利用していた契約会社から契約不履行による民事訴訟が提出された」などの名目で、身に覚えのない請求のはがきが
届いたという相談がまた増えています。「総合消費料金未納訴訟通知書」、「司法処分最終通達確認書」、「民事訴訟特別通知
書」などと書かれた身に覚えのないはがきは無視しましょう。
・記載されている連絡先には連絡しない

・覚えがなければ支払わない

　「覚えがない人はすぐ連絡するように」と書かれていることがありますが、連絡すると電話番号など新たな個人
　情報を与えることになります。

　一度支払ってしまうと、次々に高額な請求がきます。絶対に支払わないようにしましょう。
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まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

裏見の滝公園管理委員会
会長　山田和夫さん

裏
見
の
滝

あなたにスポット

みんなのひろばみんなのひろばシ
ャ
ク
ナ
ゲ
で
地
域
お
こ
し

〜
裏
見
の
滝
自
然
花
苑
〜

　

昔
の
修
行
場
を
世
界
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
45
種
類
が
楽
し
め
る
公
園
と
し
て
整
備
し
、大
村

市
が
誇
る
サ
ク
ラ
、シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
の
花
の
名
所
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た

「
裏
見
の
滝
自
然
花
苑
」。こ
こ
ま
で
来
る
に
は
、松
原
・
福
重
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
16
年

間
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。

郡
岳
な
ど
の
多
良
山
系
に
降
る
雨
を
水
源

と
す
る
落
差
30ｍ
の
滝
で
、裏
側
か
ら
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら「
裏
見
の
滝
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。地
元
の
人
は
、「
御
手
水（
お
ち
ょ

う
ず
）の
滝
」と
も
呼
び
ま
す
。昔
は
、滝
周
辺

は
深
い
森
に
覆
わ
れ
、修
験
者
が
滝
に
打
た
れ

る
な
ど
修
行
の
場
と
し
て
立
ち
入
る
以
外
は
、

参
道
も
未
整
備
で
簡
単
に
足
を
踏
み
入
れ
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
発
に
着
手

平
成
２
年
、福
重
・
松
原
両
地
区
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、市
の
補
助
事
業
「
大
村
21
活
性
化
事

業
」を
活
用
し
て「
裏
見
の
滝
観
光
開
発
推
進
委

員
会
」を
発
足
。全
長
３
０
０ｍ
に
及
ぶ
遊
歩
道
を

整
備
し
、シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
を
植
栽
、平
成
４
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

現
在
、同
公
園
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
裏
見
の

滝
公
園
管
理
委
員
会
の
会
長
、山
田
和
夫
さ
ん
は

当
時
か
ら
の
こ
と
を
、「
遊
歩
道
は
す
べ
て
手
作
業

で
整
備
し
ま
し
た
。シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
遊
歩
道
の
周
り

に
植
え
る
こ
と
に
し
た
の
は
、裏
見
の
滝
周
辺
は
排

水
が
良
く
、土
地
が
肥
え
て
い
て
半
日
陰
で
あ
る

た
め
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
適
し
て
い
る
と
造
園
組
合
の
組

合
長
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
世
界
中
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
植
栽
に
つ
い
て
は
、

福
岡
県
で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
作
っ
て
い
る
人
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、ま
つ
り
の

期
間
中
に
裏
見
の
滝
の
水
が
流
れ
な
い
年
に
は
、

市
内
の
建
設
会
社
の
社
長
さ
ん
が
下
流
の
水
を

滝
に
流
す
設
備
を
整
え
て
く
れ
た
り
、干
ば
つ
の

年
に
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
散
水
用
に
清
掃
会
社
の
社

長
さ
ん
が
水
を
運
ん
で
く
れ
た
り
と
、福
重
・
松
原

地
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
は
も
と
よ
り
、い
ろ
い
ろ
な

方
の
ア
ド
バ
イ
ス・
善
意
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
も『
第
12
回
裏
見
の
滝
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
ま
つ
り
』を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、世
界
各
国
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
45
種
類
、５
、

４
０
０
本
が
、赤
・
白
・
紫
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花

を
つ
け
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

市
の
有
料
公
園
第
１
号

平
成
16
年
に
は
、「
大
村
市
裏
見
の
滝
自
然
花

苑
条
例
」を
改
正
し
入
場
料
を
徴
収
す
る
よ
う
に

な
り
、市
内
初
の
有
料
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
は
約
２
０
０
万
円
、平
成
17
年
度

は
約
１
５
０
万
円
の
入
場
料
が
市
に
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
。今
年
度
は
、４
月
30
日
、日
曜
日
に
開
園

以
来
最
高
の
入
場
者
と
な
る
２
、０
３
０
人
を
記

録
す
る
な
ど
最
高
の
人
出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
標
は
１
万
本

山
田
会
長
さ
ん
は
、「
お
そ
ら
く
公
営
の
施
設
で

こ
れ
だ
け
の
種
類
・
本
数
を
そ
ろ
え
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

公
園
は
九
州
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、私
た

ち
は
そ
れ
に
満
足
せ
ず
、こ
れ
か
ら
も
１
万
本
を

目
標
に
増
や
し
て
い
こ
う
と
み
ん
な
で
話
し
て
い
ま

す
。」と
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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市
立
病
院
だ
よ
り

　
前
立
腺
と
は
、
膀
胱
の
出
口
に
あ
り
、
正

常
で
は
ク
ル
ミ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
臓
器

で
男
性
だ
け
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
発
生
す

る
が
ん
が
前
立
腺
が
ん
で
す
。

急
激
に
増
加
し
て
い
る
前
立
腺
が
ん

　
欧
米
で
は
非
常
に
多
く
、
特
に
米
国
で
は

男
性
に
発
生
す
る
が
ん
の
中
で
、
第
１
位
、

死
亡
数
第
２
位
で
す
（
死
亡
数
第
１
位
は
肺

が
ん
）
。
日
本
で
も
最
近
非
常
に
増
加
し
て

お
り
、
死
亡
数
は
2
0
1
5
年
に
は
1
9
9

5
年
の
約
3
倍
に
増
加
す
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
増
加
率
は
、
す
べ
て
の
が

ん
の
中
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
は

　
こ
の
が
ん
は
早
い
段
階
で
発
見
し
治
療

す
れ
ば
、
高
い
生
存
率
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
前
立
腺
が

ん
の
場
合
、
早
期
に
は
症
状
が
出
な
い
こ
と

が
多
く
、
以
前
は
早
期
発
見
が
非
常
に
難
し

い
が
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
「
P
S
A
検

査
」
と
い
う
も
の
が
登
場
し
、
前
立
腺
が
ん

の
早
期
発
見
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

P
S
A
検
査
で
早
期
発
見

　
米
国
で
は
P
S
A
検
査
が
普
及
し
、
前
立

腺
が
ん
の
死
亡
率
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
増
加
し
て
い
る
日
本
で
の
死
亡
率
を
減

少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
P
S
A
検
査
を
普
及
、

定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

前
立
腺
が
ん
は
検
診
で
の
発
見
率
が
高
く

0
・
86
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
胃
が
ん
は
0

・
14
％
、
大
腸
が
ん
は
0
・
15
％
、
乳
が
ん
は

0
・
09
％
、
肺
が
ん
は
0
・
05
％
、
子
宮
頸
が

ん
は
0
・
07
％
、
子
宮
体
が
ん
は
0
・
11
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
日
本
で
も
P
S
A
検
査
が
普
及

し
つ
つ
あ
り
、
早
期
に
前
立
腺
が
ん
を
発
見

さ
れ
る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
健
康
診
断
・
人
間
ド
ッ
ク
部
門
で

は
P
S
A
検
査
を
含
め
た
コ
ー
ス
や
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
も
設
定
し
て
い
ま
す
。
50
歳
を

過
ぎ
た
男
性
に
は
、
年
に
一
度
の
P
S
A
検

査
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ご
心
配
な
方
は
、
か

か
り
つ
け
の
先
生
に
ご
相
談
の
う
え
、
当
院

の
検
査
を
受
け
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

※
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
…
血
液
検
査
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
を
調

べ
正
常
値
よ
り
高
け
れ
ば
前
立
腺
が
ん
が
疑
わ

れ
ま
す
。

◎
ふ
れ
あ
い
健
康
講
座

と
き
　
6
月
3
日

（土）
、午
後
1
時
～
2
時

と
こ
ろ 

　
市
立
病
院

内
容
　
胃
が
ん
に
つ
い
て

『
自
分
の
胃
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
？
』

講
師
　
松
尾
俊
和
外
科
医

※
申
し
込
み
は
必
要
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～じょうぶな歯 健康づくりの第一歩～あなたの輝く笑顔のために

●と　き／6月4日（日）10：00～14：00

●ところ／市コミセン

●内 容／

●エプロンシアター
●マウスガード展示
●歯科技工品展示コーナー
●もぐもぐゴックン食べリハビリ
●むし歯ゼロコンテスト表彰式
●標語・ポスター展示コーナー
●学校紹介コーナー
●みんなでつくろう！歯によい料理
●えん下障害補助食品試食コーナー

●えん下障害の相談
●ブラッシング指導
●フッ素洗口体験
●口腔内水分量測定
●訪問診療紹介
●休日歯科診療紹介
●手形つくり体験コーナー
●お遊びコーナー：キッズランド＆わくわくランド

■問い合わせ　お口の健康フェスティバル実行委員会
　　　　　　　（大村東彼歯科医師会内　　1006）

★親子で楽しく遊べる体験型イベントがもりだくさん★

◎あなたのお口の健康度チェック

◎お口の健康グッズの展示・健康相談

◎介護用品の展示・試食

◎歯のミニ講演会

【イベント紹介】
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■人口90,124人（＋526） ■男43,173人（＋299） ■女46,951人（＋227） ■世帯36,164世帯（＋363）
4月末現在　（ ）内は前月比（住基法、外登法に基づく） 「広報おおむら」は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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